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臨床の現場から、学びをつむぐ。 

Japan Board of Clinical Hypnotherapists（JBCH） 
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  記事 01 国際交流レポート 

 

インドネシアにおけるヒプノセラピーの現在と未来 

IHC（Indonesian Hypnosis Centre）Avifi Arka 会⾧インタビュー 

2026 年 2 月 20 日 Zoom インタビューをもとに、会報掲載用に再構成 

インドネシアを代表するヒプノセラピーの団体 IHC（Indonesian Hypnosis Centre）の代表、Avifi Arka

（アヴィフィ・アルカ）会⾧に、ヒプノセラピーとの出会い、IHC 設立の経緯、政府による職業認定、大

学・医療機関との連携、そして日本との今後の協力可能性について伺いました。インドネシアにおけるヒプ

ノセラピー発展の歩みは、制度化・教育・研究・臨床実践を一体として進めてきた点に大きな特色がありま

す。 

 

▲ Avifi Arka 会⾧ IHC（Indonesian Hypnosis Centre）代表 

 

▲ Zoom インタビューの様子（2026 年 2 月 20 日）村井啓一代表理事 
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■ ヒプノセラピーとの出会いと IHC 設立まで 

村井 本日は、インドネシアを代表するヒプノセラピーの団体 IHC (Indonesian Hypnosis Centre)の代表・Avifi 

Arka 会⾧をお招きして、インドネシアにおけるヒプノセラピー普及の現状や将来の展望などについてお話をお伺

いしたいと考えております。今日は貴重なお時間をいただきありがとうございます。そして、今回 Avifi 会⾧との

会見を取り持っていただいた石井裕さんに感謝いたします。石井さんはインドネシアでは Avifi 会⾧のスクールで、

また日本では私(村井)のスクール(JHA)でヒプノセラピーを学ばれています。そして、私のアシスタント・中井直

子さんも同席させていただきます。では、始めさせていただきます。Avifi 会⾧、お忙しいなか、また断食の時期

にもかかわらずお時間をいただきありがとうございます。 

Avifi こちらこそ、このような機会をいただき感謝しております。村井先生とこうしてお話しできることを大変

光栄に思っております。 

村井 まず、Avifi 会⾧がヒプノセラピーに関心を持たれたきっかけ、そして IHC を設立されるまでの経緯をお聞

かせください。 

Avifi 私がヒプノセラピーに出会ったのは 2004 年です。当時、私はビジネス上のストレスを抱えており、気分

転換も兼ねてシンガポールに滞在していました。そこで友人に誘われ、アメリカ人講師からヒプノセラピーを学

ぶ機会を得たのです。最初から強い目的意識があったわけではありませんが、その出会いが私の人生を大きく変

えました。 

 その後、2010 年に IHC を設立しました。設立の目的は、ヒプノセラピーをインドネシア社会に正しく普及さ

せることでした。当時のインドネシアでは、ヒプノセラピーに対して「非科学的」「怪しい」「ミステリーのよ

うなもの」といった否定的な印象が強くありました。私たちはその誤解を正し、正しいプロセスを伝え、人々に

役立つものとして社会に根づかせたいと考えたのです。 

村井 非常によく分かります。日本でも、ヒプノセラピーは⾧いあいだ誤解を受けてきました。インドネシアで

も同じような状況があったわけですね。 

Avifi はい、日本と非常によく似ていると思います。ただ、ありがたいことに、インドネシアでは次第に制度面

でも前進がありました。 

■ インドネシア政府による職業認定 

村井 その制度面での前進というのは、政府による認定のことでしょうか。 

Avifi その通りです。2014 年に、インドネシア政府はヒプノセラピストを正式な職業分類の一つとして認めま

した。これは大きな出来事でした。身分証明書の職業欄に「ヒプノセラピスト」と記載できるようになったので

す。 
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 現在、IHC は政府に認められた教育機関として位置づけられています。また、PKHI (Perkumpulan 

Komunitas Hipnotis Indonesia)というヒプノセラピストの協会も立ち上げ、教育と職能団体の両面から基盤づ

くりを進めてきました。 

村井 それは本当に画期的ですね。日本では、ヒプノセラピーが保険制度の中で一部扱われることはあっても、

国が明確に認めたヒプノセラピーを教える民間の教育機関はありません。そこまで持っていくのは並大抵のこと

ではなかったと思います。 

Avifi まさに「戦い」でした。インドネシアは宗教的な背景が強く、幽霊や悪魔、ブラックマジックのようなも

のを信じる文化もあります。そのような社会でヒプノシスを科学的で有益なものとして理解してもらうには、非

常に大きな努力が必要でした。 

■ 医療制度との関係と今後の課題 

村井 制度上認められた一方で、現場にはまだ課題もあるのでしょうか。 

Avifi はい。病院で医師や心理職が行う処置には保険適用がありますが、ヒプノセラピストによる実践はその対

象外です。そのため、職業として認められていても、医療制度の中での位置づけにはまだ課題があります。 

 またインドネシアでは、医師、歯科医師、看護師、心理職、伝統医療従事者など、保健人材がいくつかのカテ

ゴリーに分かれています。ヒプノセラピーは現時点では、高等教育機関を経た医療職とは別の位置づけにありま

す。この点を今後どう発展させていくかは、大きな課題です。 

村井 そこは日本とも重なるところがありますね。制度の中に入りきらないからこそ、民間の実践者が重要な役

割を担っているのだと思います。 

■ 教育内容とインドネシア独自の特色 

村井 次に、IHC ではどのような内容を教えておられるのでしょうか。 

Avifi 教材はインドネシア政府が定めるスタンダードに基づいて作成しており、教育省の支援も受けています。

同時に、NGH（米国催眠士協会）など国際的な催眠団体の基準も参考にしています。 

 ただし、インドネシアには独自の文化的背景があります。たとえば、こちらではいわゆる「憑依」と呼ばれる

ような現象が比較的身近です。そのため、そうした事象についても催眠の観点から説明できるよう、教材の中に

独自の項目を盛り込んでいます。これはインドネシア社会に即した教育を行うためです。 

村井 国際標準を踏まえつつ、文化的背景に合わせて独自化しているわけですね。それは非常に重要なことだと

思います。 
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■ ガジャマダ大学との連携と研究の進展 

村井 教育機関との連携についても、非常に興味深いお話があるとお聞きしていますが、ガジャマダ大学との協

力について教えてください。 

Avifi はい。現在、インドネシア有数の国立大学であるガジャマダ大学と協力しています。招待を受けて講義を

行っており、心理学部の学生に対しては 200 時間のヒプノセラピー教育を提供しています。すでに 100 名近くが

受講しています。 

 さらに、博士課程の学生がヒプノセラピーをテーマに研究を進めており、私自身も同大学で講師を務めていま

す。最近では連携の範囲が心理学部だけでなく、医学や技術系の分野にも広がってきました。私たちとしては、

このような大学との協力を通じて、ヒプノセラピーをよりエビデンスベースの学問として発展させていきたいと

考えています。 

村井 それは本当に素晴らしいことですね。催眠療法が単なる実践技法としてではなく、大学教育や研究の中で

扱われ、論文として形になっていく。これは国際的に見ても非常に意義深い流れだと思います。 

Avifi ありがとうございます。私たちも、そのような進展をとても大切にしています。学会やフォーラムなど、

さまざまな場でヒプノセラピーの価値を広げていきたいと考えています。 

    

▲ ガジャマダ大学（Universitas Gadjah Mada）関係者との集合写真 
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■ 医療現場での応用 

村井 医療分野での応用についても、たいへん印象的な話がおありと聞いております。 

Avifi はい。インドネシアでは、ヒプノシスの応用として、麻酔を用いずに心臓手術が 38 回行われた実績があ

ります。もちろん特殊な事例ではありますが、医師たちのあいだでもヒプノセラピーへの関心は確実に高まって

います。 

 また、IHC で学んだ医師が、出産時のストレス軽減にヒプノセラピーを応用した研究を論文として発表し、ア

メリカのジャーナルに掲載された例もあります。内科領域でも利用が広がりつつあります。 

村井 日本では、こうした形で医療と本格的に連携した実践はまだ多くありません。ですから、インドネシアで

そこまで進んでいるというのは大変印象的です。特に麻酔が使えない方にとっては、ヒプノシス、つまり催眠状

態の活用が大きな助けになる可能性がありますね。 

 

▲ ISMOAC 2024 Avifi Arka 会⾧登壇 

■ 社会への広がりと多分野への応用 

 

▲ インドネシア政府機関（Kemenko Polkam）における催眠研修の様子 
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村井 ヒプノシスは、医療以外の領域にも広がっているのでしょうか。 

Avifi はい。ヒプノシスを社会に広めることは、私たちに課せられた使命だと考えています。医師や弁護士など、

他の専門職の方々も関心を寄せています。 

 また、警察の捜査分野、子育て、パブリックスピーキング、教育など、さまざまな領域でヒプノシスの応用が

進んでいます。社会の中で、人を支える技法として広がってきていると感じています。 

 

■ 日本との連携、そして今後へ 

村井 最後に、今後の日本との連携について、どのような可能性を感じておられますか。 

Avifi 私たちは、ガジャマダ大学との協力の中でも国際連携を大切にしたいと考えています。今後は、日本の専

門家の方々とも研究と教育の両面で交流を深めながら、ヒプノセラピーをより国際的で、より科学的な実践へと

育てていきたいと思っています。 

村井 ありがとうございます。私も、インドネシアと日本がそれぞれの経験と知見を持ち寄りながら、より科学

的で実践的なヒプノセラピーの発展に向けて協力していければ、大変意義深いことだと感じています。現在進め

ている脳科学や記憶研究の観点からの再構成の試みについても、今後適切な形で共有していければと思っていま

す。 

Avifi ぜひ、そのような形でご一緒できれば嬉しく思います。ヒプノセラピーがより広く、より正しく社会に理

解されるよう、今後も努力していきたいと思います。 

村井 Avifi 会⾧、今日は貴重なお話をありがとうございました。これからも共に頑張っていきましょう。 

 

今回の対談からは、インドネシアにおけるヒプノセラピーの発展が、普及活動にとどまらず、制度化、教育、研究、臨床応用

を一体として進めてきた営みであることが伝わってきます。日本とインドネシアの今後の交流が、ヒプノセラピーのより科学

的で実践的な発展につながることを期待しています。［村井］ 
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  記事 02 臨床実践ガイド 

 

トラウマ・性被害クライアントへの対応 

セラピストが最初に確認すべきこと 

村井 啓一 （JBCH 代表理事） 

重いトラウマや性被害の経験を持つクライアントへの支援では、セッションの進め方以前に、まず「このケ

ースを自分が受けてよいのか」を見極めることが欠かせません。安全に対応できる範囲を明確にし、必要に

応じて適切な支援先へつなぐこともまた、支援の大切な一部です。本稿では、その入口の判断と、受理後に

守るべき基本姿勢について整理します。 

■ まず問うべきは「このケースを自分が受けてよいか」 

ヒプノセラピーや心理的支援の現場では、重いトラウマや性被害の経験を持つクライアントから申し込みを受け

ることがあります。そのとき、私たちが最初に考えるべきことは、どの技法を使うかではありません。まず問わ

れるべきは、このケースを自分が受けてよいのかどうかという判断です。 

対人支援に携わる者であれば、「少しでも力になりたい」と思うのは自然なことです。しかし、その思いがある

ことと、実際に安全に対応できることとは同じではありません。とくに、重いトラウマや性被害の経験を持つク

ライアントへの対応では、この区別がきわめて重要になります。支援したいという気持ちだけで受けてしまうこ

とは、結果として相手を危険にさらすことにもなりかねません。 

■ 申し込みの段階で冷静に見極める 

申し込みが入った時点で必要なのは、現在の自分の技能、経験、理解、対応力で、そのクライアントを安全に支

えられるかどうかを冷静に見極めることです。表面的には落ち着いて見えても、背景には複雑なトラウマ、深い

対人不信、強い解離、自傷傾向、自殺念慮などが隠れていることがあります。 

そのため、申し込み段階では、現在どのような困りごとがあるのか、医療機関との関わりがあるのか、日常生活

がどの程度保たれているのか、緊急性の高い状態がないかを、丁寧に確認する必要があります。ここで安易に引

き受けない姿勢は、冷たさではなく、支援者としての責任です。 

■ 大原則は「医師の治療中なら紹介状が必要」 

ここで大原則として明確にしておきたいのは、現在、医師の治療を受けているクライアントについては、主治医

の紹介状がない限り受けてはいけないということです。 
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これは形式的な条件ではありません。クライアントの安全を守るための基本です。医療機関で治療を受けている

クライアントについて、症状、服薬状況、病状の安定性、治療方針などを確認しないままセッションを行うこと

は危険です。善意で関わったつもりでも、結果として症状を不安定にしたり、治療の妨げになったりすることが

あります。 

とくに重いトラウマや性被害の経験を持つクライアントのケースでは、表面上は落ち着いて見えても、内面では

大きな不安定さを抱えている場合があります。だからこそ、医療につながっているクライアントについては、主

治医の判断と連携を抜きにして進めてはなりません。この原則は、セラピストの裁量で緩めるべきものではなく、

最初から明確に守るべき基準です。 

■ 受け入れ範囲はウェブに明記しておく 

こうした判断は、申し込みが来てからその場で慌てて考えるものではありません。その前提として、自分のウェ

ブサイトや案内文に、自分が受け入れられる範囲と、受け入れが難しい範囲を明確に記載しておくことが必要で

す。 

たとえば、精神科や心療内科などで治療を受けているクライアントは主治医の紹介状がない限り受けられないこ

と、強い自傷傾向や希死念慮がある場合にはまず医療的支援を優先していただくこと、重度の解離症状や日常生

活が著しく困難な状態にある場合には対応できないことがあること、必要に応じて医療機関その他の適切な支援

先への相談を勧める場合があることなどを、あらかじめ明示しておくのです。 

これは申し込みを減らすためではありません。セラピスト自身を守るためだけでもありません。クライアントを

最初の段階で守るために必要なことです。入口の段階での明確さは、それ自体が支援の一部です。 

■ 受けられないときは、適切な支援先へつなぐ 

自分では対応が難しいと判断したときに大切なのは、ただ断ることではありません。対応可能な専門家や適切な

支援先を紹介することも、重要な支援の一つです。 

必要に応じて医師や、トラウマへの理解を持つ適切な支援者につなぐことで、クライアントがより安全で適切な

援助に出会える可能性が高まります。自分で受けないことは、支援を放棄することではありません。むしろ、自

分の限界を正しく理解したうえで、よりふさわしい支援へ橋渡しできることこそ、誠実な支援者の姿勢だと言え

るでしょう。 

■ 受理した後に優先すべきことは「安全の確保」 

実際にケースを受けると判断した場合でも、最初に優先すべきは、出来事の核心に触れることではありません。

まず必要なのは、安心と安全の土台をつくることです。トラウマを受けたクライアントの苦しみは、単に「つら

い記憶がある」というだけではなく、恐怖、羞恥心、自責感、無力感、対人不信、身体の緊張や凍りつき、解離
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的な反応など、複雑な影響が折り重なって成り立っています。とくに性被害の経験では、「自分が悪かったので

はないか」という誤った自己責任感を抱えたまま、⾧年苦しんでいるクライアントも少なくありません。 

そのため、いきなり出来事の核心に入ることや、感情を強く揺り動かすことが、必ずしも回復につながるわけで

はありません。感情に触れることと、感情に飲み込まれることは、まったく違います。大切なのは、今ここに戻

れる力、落ち着きを取り戻す方法、中断できる自由を確認しながら、安全に進めることです。 

■ 解釈を先回りして持ち込まない 

このようなケースでは、セラピストの解釈を先回りして持ち込まないことがきわめて重要です。 

「本当はこう感じていたはずだ」「苦しみの原因はこの人にある」「本来は怒っているはずだ」——こうした働

きかけは、たとえ善意からであっても、本人の体験理解を狭め、混乱を深めるおそれがあります。クライアント

の語りが断片的であったり、感情がはっきりしなかったりしても、それを急いで埋めようとしてはなりません。

わからないことを、わからないまま大切に扱う姿勢が必要です。セラピストの役割は物語を作ることではなく、

クライアントが自分の感覚と言葉で少しずつ理解を深めていけるよう支えることにあります。 

■ 主体性を守ることが回復を支える 

どこまで話すか、どこまで触れるか、今日は扱わないでおくか。そうした選択の主導権は、常にクライアント側

にあるべきです。セッションの途中で休む、止める、別の方法に切り替える。そのような自由が、実際に保障さ

れていなければなりません。 

とくに性被害の経験を持つクライアントにとって、「自分の意思が尊重されること」そのものが、回復への大切

な一歩になることがあります。セラピーは、本人の自由を回復するための営みであって、新たな依存や新たな物

語の押しつけを生む場であってはなりません。 

■ おわりに 

重いトラウマや性被害の経験を持つクライアントへの支援では、セッションの技法以前に、入口の判断が重要で

す。このケースを自分が受けてよいのか。今の自分の技能で安全に対応できるのか。そして、その判断基準を日

頃から自分のウェブや案内に明確に示しているか。こうした点を見つめ直すことが、支援の質を守ることにつな

がります。 

支援とは、受けることだけではありません。適切に見極め、必要ならよりふさわしい支援者へつなぐこともまた、

大切な支援です。私たち会員一人ひとりが、その原点を忘れずにいることが、安心して支援を受けられる臨床文

化を育てることにつながるのではないでしょうか。 
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  記事 03 特別インタビュー                                   

そらゆい未来館－誕生の軌跡 

ひとりで生きなくていい場所を提供する 

山田 美妙（やまだ みたえ）先生 株式会社セプルミエール代表 

 

 

▲ 山田 美妙先生 株式会社セプルミエール代表 

■山田 美妙先生の略歴 

尾道で初の学童保育設立に携わり、保育園勤務を経験したことから、子どもの個性やパーソナリティに関心を深

める。国内外で心理学を学び続け、これまでに 8,000 人以上のパーソナリティ分析診断を実施。40 年にわたるカ

ウンセリングの実践で培った知見をもとに、NLP、TA（交流分析）、ヒプノセラピー、犯罪心理学、リーディン

グ等を統合し、独自の「美妙式カウンセリング」(商標登録済)を確立。尾道市医師会看護専門学校・准看護学院

では 23 年以上にわたり「患者の心理」「人間関係論」「コミュニケーション技術」等の講義を担当。 

■「そらゆい未来館」の概要 

株式会社セプルミエール（山田美妙代表）と有限会社ニシマキ産業(西牧修作代表取締役)が共同で運営する地域

貢献の拠点施設として広島県尾道市高須町 559 番地 に 2026 年 2 月 8 日にオープン。敷地面積 811 ㎡、延床面

積 204 ㎡の木造平屋建ての近代的な施設である。内部はサロン棟と宿泊棟の 2 棟に分かれ、サロン棟はキッチン

のあるカフェコーナーやグランドピアノを常設したホールがあり、ライブ演奏会やカラオケにも対応できる。地

域に貢献する様々なセミナー・勉強会・音楽サロン・心理セミナー・防災セミナーなどに利用可能。さらに、理

容師を招いた出張散髪サービスなども計画されている。 
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▲ そらゆい未来館 外観（ほぼ完成） 

⾧年にわたり、人のこころと人生に寄り添い続けてきた山田美妙先生。その歩みの集大成として構想された

「そらゆい未来館」が、ついに完成しました。本稿では、JBCH 代表理事・村井啓一が山田先生に直接お話を

伺いました。（なお、山田先生には本会報の創刊号においてもインタビューにご登場いただいており、その

際に語られていた構想が、今回こうして具体的なかたちとして実現したことになります）                           

■ センター完成おめでとうございます。今のお気持ちをお聞かせください。 

村井 このたびは「そらゆい未来館」のご完成、誠におめでとうございます。構想からずっとお話を伺ってきた

私としても、感慨深いものがあります。まず、今のお気持ちをお聞かせいただけますか。 

山田 ありがとうございます。ようやくここまで来たという気持ちと、⾧年思い描いてきたコミュニティーセン

ターが完成したことを大変嬉しく思っています。ここまで支えてくださった多くの方々への感謝の思いが強くあ

ります。この場所は、一人で作り上げたものではありません。関わってくださった皆さんの思いが重なって、よ

うやくここにたどり着いたのだと思っています。 

 

■ この構想はどのように生まれたのでしょうか? 

村井 山田先生はこれまで 40 年間、膨大な数の方々と向き合ってこられました。そのなかでこの施設への構想が

生まれてきた経緯を教えていただけますか。 
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山田 多くの方と関わる中で、「安心して相談できる場所がない」「どこに行けばよいのかわからない」という

声を何度も耳にしてきました。人の悩みは、こころだけの問題として現れるわけではありません。身体の不調と

して現れることもありますし、暮らしの問題、人間関係、将来への不安など、さまざまな形で表れます。 

 だからこそ、こころ・身体・暮らしを分けるのではなく、ひとつの流れとして受け止められる場所が必要だと

感じるようになりました。また、この地域には多くの人が暮らしていますが、気軽に立ち寄れる「居場所」が十

分にあるとは言えませんでした。用事がなくても来られる場所、誰かと同じ空間にいられる場所。そのような場

をつくりたいという思いが、この構想の出発点です。 

 

■ 建設までの道のりはいかがでしたか? 

村井 実現までには、さまざまなご苦労があったと伺っています。どのような困難があり、どう乗り越えてこら

れたのでしょうか。 

山田 様々な困難に遭遇しました。計画立てていた資金の問題、設計の見直し、地域との調整など、現実的な課

題がいくつもあり、そのたびに方向転換を余儀なくされました。 

建設と同時に、日々の業務、母の介護、コミュニティーセンターに役立つ知識と確信して入学した神奈川歯科大

学大学院統合医療学の学びは想像を超えた過酷な日々となりました。目標をたてた時からどんなことが起きよう

とも、どうすればスムーズに進められるかを考えることに専念しました。へこたれそうな時は、完成後のイメー

ジと自己効力感を持ち続けてきました。 

それでも進めてこられたのは、「この場所が必要だ」と感じていたからです。そして何よりも、応援し完成を待

ち望んでくれる周囲の方々の支えがあったからだと思います。 

また、建設の過程そのものが、この施設の意味をより深めてくれたように感じています。単なる建物ではなく、

「人の人生に寄り添う場」としてどのような運営が良いのか、試行錯誤の時間であり、専門職の皆さんと繋がっ

た貴重な時間にもなりました。 
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▲ 建設中の様子 

■ 完成した施設はどのような場所になっていますか? 

村井 実際に完成した施設について教えてください。どのような活動が展開されているのでしょうか。 

山田 一言で言えば、「誰もひとりぼっちにならない場所」です。講座や催眠療法といった専門的な活動だけで

なく、音楽、体操、語らいなど、さまざまな形で人が関わることができる場になっています。「何かをするため

に来る場所」だけではなく、「ただ来てもいい場所」であることを大切にしています。人と人が自然につながる、

そのきっかけが生まれる場であってほしいと思っています。 
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▲ 静かな光の入る室内空間（建築中） 

■ 専門職の方々との連携について教えてください。 

村井 多様な専門家が関わっていると伺っています。連携の仕組みについて教えていただけますか。 

山田 これまで学び、成⾧してきた多くの方々が、それぞれの専門性を活かして関わっています。税理士、行政

書士、司法書士、薬剤師、福祉職、医療職、教育関係者など、多様な分野の方々がいることで、ひとつの視点に

偏らない支援が可能になります。一人で支えるのではなく、つながりの中で支えていく。この構造そのものが、

このセンターの大きな特徴ですし、これからの社会に必要な形でもあると思っています。 
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▲ 参加者が自然な笑顔で集う活動の様子 

■ 今後の展望についてお聞かせください。 

村井 これからの活動についての展望をお聞かせください。 

山田 この地域で、人とのつながりを持ちにくい方の心の負担が少しでも和らぐようにできればと考えています。

人は、誰かとつながることで、もう一度前を向く力を取り戻すことがあります。その「つながり」が自然に生ま

れる場所として、このセンターが機能していくことを願っています。また、この場所が、ここに関わる人たちの

新しい可能性を広げる場にもなってほしいと思っています。学び、実践し、社会に貢献する。その循環が生まれ

ていけば、とても嬉しいですね。 

■ 最後に読者へのメッセージをお願いします。 

村井 最後に、JBCH 会員をはじめ、本会報の読者の方々へのメッセージをいただけますか。 

山田 ここまで来られたのは、多くの方のおかげです。そしてこれからは、この場所を皆さんとともに育ててい

く段階だと思っています。人は一人では生きていけません。だからこそ、安心してつながれる場所が必要です。

この場所が、その一つの選択肢として存在していけたら、とても嬉しく思います。 

かつて１０年間ホスピス活動をしていました。これからは「地域ホスピス」として活動を再開してゆきます。 

また、今年３月、神奈川歯科大学大学院統合医療学を卒業しましたので、これまでの経験を統合して「人がより

健康で幸せに生きること」へ力を注ぎたいと思っております。 

「そらゆい未来館」の活動にご理解とご協力を頂けましたら幸せです。 
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▲ 植樹と開放的なデザインが印象的なエントランス 

  



JBCH 一般社団法人日本臨床ヒプノセラピスト協会    News Hypno 第 7 号 2026 年 5 月発行 

© 2026 JBCH 一般社団法人日本臨床ヒプノセラピスト協会 — 18 — 

  記事 04 会員寄稿 

 

母ロスと複雑性悲嘆に向き合う 

― 悲嘆療法が導く"心の再生" ― 

石井 文華（いしい あやか）先生 （悲嘆療法専門セラピスト） 

 

▲ 石井 文華先生  

死別を経験された方を対象に、悲嘆療法（グリーフセラピー）を専門としておりますヒプノセラピストの石

井文華と申します。「悲嘆（グリーフ）」とは、死別や離別などに伴う悲しみや嘆き、そして、それに伴う

心身の反応全体を指します。悲嘆の反応には、食欲不振や不眠といった身体的な変化、後悔や罪悪感、怒り、

虚無感といった感情の揺れなどがあり、その現れ方や強さ、持続期間は人によって異なります。 

また、悲嘆は一時的な感情ではなく、その人の生き方や日常生活にも影響を及ぼします。仕事・家庭・人間関係

の不調の背景に、過去の喪失体験が影響しているケースも少なくありません。 

■ 介護とグリーフ ― 現代社会における重要な視点 

現代において、介護の問題は大きな社会課題となっています。特に働き盛りの世代が親の介護を担う場合、仕事

や家庭との両立の中で、身体的にも精神的にも大きな負担を抱えやすい状況にあります。 

・満足のいく介護ができなかったという後悔 

・忙しさや余裕のなさから、やさしく接することができなかった自責の念 

・兄弟姉妹が非協力的で、自分だけが介護を背負っていたという孤独感 

こうした体験は、死別後の悲嘆をより複雑なものにします。 

さらに重要なのは、介護中の感情や関わり方には、幼少期からの親との関係性が影響している点です。幼い頃に

満たされなかった思いや抑圧された感情は、介護という状況の中で再び表面化し、葛藤を深めることがあります。 



JBCH 一般社団法人日本臨床ヒプノセラピスト協会    News Hypno 第 7 号 2026 年 5 月発行 

© 2026 JBCH 一般社団法人日本臨床ヒプノセラピスト協会 — 19 — 

 

■ 悲嘆の背景にある関係性と「母ロス」 

近年、「母ロス」という言葉が注目されています。これは母親を亡くした後に生じる、深い悲しみや怒り、罪悪

感、無気力、心身の不調などを含む状態を指します。 

母親を失うことは心理学的に「対象喪失」と呼ばれ、人生における最も大きなストレスの一つとされています。

母への依存度が高いほど、その影響は大きく、抑うつや睡眠障害、自責感といった症状を引き起こすことがあり

ます。 

また、一般的には「母親と仲が良かった人」に起こるものと思われがちですが、実際には関係に葛藤を抱えてい

た方にも強く現れます。「好きだけど嫌い」「愛してほしかったが満たされなかった」といったような相反する

感情を抱えていた場合、悲嘆がより複雑で⾧期化する傾向があります。 

母親との関係は、人格形成の土台とも言える重要なものです。そのため、未解決の感情が残ったまま死別を迎え

ると、「なぜ分かってもらえなかったのか」という怒りと、「もっと何かできたのではないか」という後悔が同

時に存在し、心の整理が難しくなります。 

■ 悲嘆療法と年齢退行療法の統合 

JBCH 創設者・村井啓一先生が開発された「悲嘆療法」は、催眠状態を用いて、物理的にはコミュニケーションが

取れなくなった存在と対話を行う技法です。現実では叶わなかったやり取りを安全な形で体験することで、未完

の感情を解放し、心・体・魂のレベルでの癒しを促されます。 

本稿では、この悲嘆療法に年齢退行療法を組み合わせることで、より深い癒しへと至った事例をご紹介します。 

■ 事例:母ロスと介護の後悔を抱えた女性 

クライアントは 50 代女性。母親を亡くされた後、深い悲しみとともに、怒りや罪悪感、無気力、心身の不調に悩

まされ、愛情と葛藤が入り混じった複雑なグリーフ状態にありました。 

【ヒプノセラピーのプロセス】 

1. 悲嘆療法による対話 

まず催眠下で亡き母親と向き合い、言えなかった思いや感情を表現していただきました。怒り・寂しさ・愛情が

言語化され、最初の癒しが生まれます。 

2. 年齢退行療法による再体験 

続いて幼少期へと退行し、母親との関係の原点となる場面を追体験しました。その中で、抑圧されていた感情や

満たされなかった思いに触れ、当時の自分に必要だった関わりや理解を補う体験を行います。さらに、介護にま

つわる後悔の記憶についても、心理的な「記憶の書き換え」を行い、より納得のいく形で再統合を図りました。 
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3. 再度の悲嘆療法 

その後、再び母親との対話を行うことで、より深い理解と受容が生まれました。最初の対話とは異なり、クライ

アントの中で感情が整理され、「腑に落ちる」体験がもたらされました。 

■ 複雑性悲嘆へのアプローチとして 

悲嘆ケア（グリーフケア）では、悲嘆者が繰り返し語ることが癒しにつながるとされています。しかし、複雑な

グリーフを抱える場合、語るだけでは十分ではないことも多くあります。 

特に、親子関係に起因する感情は多層的に絡み合っており、理性が強い状態での理解だけでは解消が難しく、理

性を弱めた状態でのアプローチが重要となります。 

本事例を通じて、悲嘆療法と年齢退行療法を統合することで、 

・未消化の感情の解放 

・関係性の再構築 

・自己理解の深化 

が同時に進み、「心の再生」とも言える変化が起こる可能性を改めて実感しました。 

■ おわりに 

自分の悲嘆と向き合うことは、決して容易なことではありません。 

しかし、その過程には、愛情の本質や人生の意味に気づく機会も含まれています。 

怒りや後悔、寂しさといった感情を否定せず、丁寧に見つめていくこと。その積み重ねが、やがて深い癒しへと

つながっていきます。 

悲嘆療法は、そのプロセスを安全に、そして力強く支える一つの方法であると考えています。今後も、死別を経

験された方々の心に寄り添いながら、その可能性を探求してまいります。 
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  記事 05 勉強会・練習会のご案内 

 

 

【2026 年 6 月～12 月の勉強会・練習会のご案内】 

2026 年 6 月 6 日(土)特別勉強会「生成 AI の進化にどう対応すべきか?!」（※） 

2026 年 6 月 15 日(月)練習会「自由練習」 

2026 年 7 月 22 日(水)練習会「自由練習」 

2026 年 8 月 14 日(金)練習会「自由練習」 

2026 年 8 月 21 日(金)勉強会「記憶療法のメカニズム」（講師:村井啓一） 

2026 年 9 月 24 日(木)練習会「自由練習」 

2026 年 10 月 9 日(金)勉強会「科学と未科学の癒しについて」（講師:村井啓一） 

2026 年 10 月 15 日(木)練習会「自由練習」 

2026 年 11 月 6 日(金)練習会「自由練習」 

2026 年 12 月 2 日(水)練習会「自由練習」 

2026 年 12 月 5 日(土)特別勉強会「生成 AI を活用する(仮題）」（※） 

 

※特別勉強会は上原正吉講師(株)アースリンクネットワーク代表取締役が講師を務めます。 

※参加ご希望の方は、JBCH（日本臨床ヒプノセラピスト協会・https://www.jbc-hypno.org/study） 

もしくは JHA（日本ホリスティックアカデミー・https://www.jh-academy.com/study-practice/） 

のウェブサイトからお申し込みください。 

※通学(JHA で開催）と ZOOM で受講可能です。 

※参加費は勉強会・練習会ともに各回 3,500 円(税込)です。 

※勉強会はリアルタイム参加でも ZOOM 録画視聴での参加も可能です。 

 

 

 

 

『News Hypno』は (一社)日本臨床ヒプノセラピスト協会(JBCH)が発行する会員向けの会報誌です。 

本号をお読みいただきありがとうございました。次号もどうぞお楽しみに。 


